
●津波・土砂災害の  
  危険があるなら 
 

速やかに避難行動を 
開始する 

●救命救助 
 

負傷箇所の応急手当/
閉じ込めの救出/状況
により外部の支援要請 

足元の確認 
 
 

足を保護して落ち着いて行動 
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緊急地震速報が鳴ったら数十秒で出来ること 

◆
住
戸
内
で
の
安
全
確
保 

 

緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
て
、
強
い

揺
れ
を
感
じ
る
ま
で
の
時
間
は
、
数

秒
～
数
十
秒
で
す
。
こ
の
わ
ず
か
な

時
間
に
屋
外
に
出
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
住
戸
内
で
安
全
な
場
所
へ

各
々
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
各
避
難
ス
ペ
ー
ス
は
家
族
内
で
話

し
合
い
、
決
め
て
お
く
）
ペ
ッ
ト
や

高
齢
者
は
安
全
な
場
所
に
連
れ
て
い

き
、
抱
き
か
か
え
て
身
を
守
り
ま
し 

ょ
う
。 

 

ト
イ
レ
や
バ
ス
ル
ー
ム
に
逃
げ
込

ん
だ
場
合
は
、
ド
ア
を
開
け
て
お
き
、

閉
じ
込
め
の
危
険
性
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。 

 

揺
れ
が
来
る
ま
で
の
到
達
時
間
や

震
度
の
大
き
さ
、
自
身
の
家
族
構
成

や
居
住
階
な
ど
の
条
件
に
あ
わ
せ
て

家
庭
内
で
訓
練
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

揺れがおさまった後の行動チャート 

【避難の判断】 

建物被害、室内状況などにより避
難する必要があるかの判断をする 

【室内の被害確認】 

ドアの開閉が可能か/ライフラインの
被害/通信状況/家具の被害等 

【家族の安否確認】 

家族の負傷の有無/家具の下敷
き・閉じ込め被害の確認 

【足元の確認】 

足を保護して落ち着いて行動 

【火災が発生したら】 
 

まずは初期消火。避難の
タイミングを周りに知らせな

がら避難 

【被害の確認】 
 

隣近所の被害・安否確
認/建物被害の有無/設
備被害の確認/必要があ
れば支援行動開始 

【不在家族の安否確認】 
 

家族が離れ離れになって
いるときの安否確認 

【津波・土砂災害の 
危険があるなら】 

 

速やかに避難行動を開始
する 

【情報入手】 
 

地震の規模と広域の被害
状況/地域の被害状況を

確認 

【救命救助】 
 

負傷箇所の応急手当/閉
じ込めの救出/状況により

外部の支援要請 

家族に被害がなければ 被害があれば 

アイロンやヒーターなど熱を 
発する家電製品の電源を切る。 

家族を安全な場所まで 
誘導する。 

ブレーカーを切ってから避難する 

協力・補完 

住民の役割 
 

●防災知識を身に付ける 
●事前準備（避難スペースや備蓄） 
●落ち着いて自分の身を守る 

地域の役割 
 

●防災訓練や消火訓練 
●家族を守る 
●協力して消火・救助活動 

行政の役割 
 

●防災マップ等の作成及び公表 
●被害想定・被害軽減策の検討 
●自衛隊や消防職員による救助 

家族、企業や地域コミュニティで 
共に助け合う 

行政による救助・支援 

自分の命・財産は自分で守る 自助・共助・公助 

「公助」の限界 

平成27年度の東京都全域における災害車両数 

救急車   333台 

消防車   673台 

はしご車   83台 

自力で脱出 
34.9％ 

家族 
31.9％ 

友人・隣人 
28.1％ 

通行人 
2.6％ 

救助隊 
1.7％ 

その他 
0.9％ 

自助の重要性 

 
 

 

自分の命 、家族の命を守る には 、  
何 よ り も 『 自助 』が重要です 。  

自力で脱出、家族・友人・
隣人等の救助によって救出

された割合が 

98.3％ 

◆
救
助
体
制
が
整
う
の
に
約
３
日 

 

地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
建
物

が
道
路
を
塞
ぎ
、
消
防
・
警
察
・

自
衛
隊
の
迅
速
な
救
助
が
困
難
と

な
り
ま
す
。
各
県
か
ら
応
援
な
ど

も
派
遣
さ
れ
ま
す
が
、
被
災
地
全

て
を
網
羅
で
き
る
だ
け
の
救
助
は
、 

す
ぐ
に
は
整
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
通
常
の
火
災
や
ケ
ガ
人

等
の
場
合
は
、
１
つ
の
現
場
に
対

し
集
中
し
て
救
助
活
動
を
行
え
ま

す
が
、
大
規
模
地
震
の
場
合
は
、 

同
時
に
た
く
さ
ん
の
要
救
助
者
や

火
災
が
発
生
す
る
為
、
全
て
を
同

時
に
救
助
す
る
こ
と
は
、
全
災
害

車
両
を
出
動
さ
せ
て
も
圧
倒
的
に

数
が
足
り
な
い
た
め
不
可
能
で
す
。 

  

自分の状況確認 
 

負傷の有無、負傷箇所、支援の 
必要性があるかどうかを確認する 

●支援の要請 
 

負傷の有無、負傷箇所、 
支援の必要性があるか 
どうかを確認する 

負傷していたら 

家族の安否確認 
 

家族の負傷の有無、家具の 
下敷き・閉じ込め被害の確認 

負傷していないなら 

室内の被害確認 
 

ドアの開閉が可能か/ライフラインの 
被害/通信状況/家具の被害等 

避難の判断 
 

建物被害、室内状況などにより 
避難の必要性を判断 

被害があれば 

●火災が発生したら 
 

初期消火後、避難の 
タイミングを周りに知ら 
せながら避難 

●情報入手 
 

地震の規模と広域の 
被害状況/地域の 
被害状況を確認 

●不在家族の安否確認 
 

家族が離れ離れになっ 
ているときの安否確認 

家族に被害がなければ 

●被害の確認 
 

隣近所の被害・ 
安否確認/ 
建物被害の有無 

●避難前確認 
 

家電製品のコンセントを
抜く/ブレーカーを切る 

阪神・淡路大震災における生埋めや 
閉じ込められた際の救助主体 

保存版 



地震対策の「松竹梅」 

地震がきたら建物の外に逃げられるのか？ 

松・竹・梅対策のアドバイスや家具転倒防止対策、備蓄品、防災グッズのご購入・ご相談は 

株式会社 安信 お客様ご相談窓口へ  (平日9:00~17:00) 

0 1 2 0-0 13-131  info@ansin-bousai.com 

お得情報満載!! 
 

メルマガ会員募集中!! 

登録 
無料 

●毎月2回配信 
 

●500ポイントプレゼント 
  （防災グッズ等交換可能） 

Android iphone 

●家の建て替え 
●免震・制震補強工事 

●耐震補強工事・シェルター 

●家具の固定・配置 
●防災グッズ・備蓄 
●通電火災対策 
●家族防災マニュアル 
●生命保険・地震保険 

安全性が1番高い 

莫大な費用がかかる 

●小型オープンシェルター 

低コストで出来る地震対策 

地震から命を守れない 

救助来るまで生き延びる
可能性が高まる 

倒壊の恐れを軽減
できる 

高額な費用がかか
る 

コストが安い・引越
先に持っていける 

きちんと避難する為
に練習が必要 

震度4 
震度 
5弱 

震度 
5強 

震度 
6弱 

震度 
6強 

震度7 

眠っている人が目を覚まし、 
座りの悪い置物などが倒れます。 

棚の食器や本が落ちたり、家具が動
くことがあります。 

タンスなどの重い家具が倒れることも
あります。家のドアが変形することも 

立つことが難しく、家具が倒れることも。
昭和56年以前の建物では倒壊する
ことも。 

這わないと動けません。家具のほとんど
が動き、倒れます。平成12年以前の建
物では倒壊することも。 

自分の意思で行動できません。築浅で
も免震工法や制震工法の建物以外は
倒壊することも。 

耐震構造 免震構造 

※テーブル・ベッド 27万円～  /  押入れユニット 13万円～ 

安信 

断層保存ゾーン 

メモリアルハウス 

震災体験館 

神戸の壁 

月額5,600円で出来る「竹」対策!!  

北淡震災記念公園 野島断層保存館 

した断層保存ゾーンでは、メモリアルハウスは震災体
験館ではまた、  
  


